南病棟チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


平成28年　12月　13日（火）　　　　　　司会：松舘　優司　　記録：北向　るみ子

	相馬
	山内
	松舘
	菊地
	小泉
	本川
	斉藤
	藤田
	野村
	秋山

	○
	準夜
	○
	○
	公休
	明け
	明け
	Ａ

留守
	公休
	○

	新田
	橋本
	見上
	矢幅
	小原
	北向
	石橋(清)
	松橋
	萬谷
	勝田

	準夜
	公休
	ＣＤ

留守
	○
	○
	○
	年休
	明け
	○
	公休

	宮川
	大久保
	石橋（菜）
	金谷
	大谷地
	
	
	
	
	

	公休
	ＣＤ

留守
	公休
	準夜
	○
	
	
	
	
	


出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・Ｂホールの温度・湿度計が無かった為、庶務で持ってきてもらい、消化栓へ貼っています。３時間おきにチェックし用紙へ記入して下さい。

・ＬＴセットの汚染病衣を入れるビニール袋は、その他に使用しないで下さい。又、赤い感染用の袋へ入れる物は、便や吐物等の感染物で汚れがひどい物のみ入れて下さい。そのまま入れてあることが多いですので、必ずビニール袋へ入れて口を縛ってから入れて下さい。便や吐物が固形で沢山付着している場合は下洗いをしてからビニール袋に入れて下さい。周知をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・福田　義雄様～本日10:30南山苑入所の為、退院となっています。

・斉藤　三次郎様～三浦ＳＷより情報提供あり、12/19(月)15：00特別養護老人ホーム「みろく苑」より訪問調査があります。ケアマネージャーの江刺家様という方が来院予定です。

・和田　邦行様～朝食時、同席していた東病棟の小笠原澄子様という患者様がパンをあげていました。糖尿病がある為、貰わないように本人には説明し納得しています。東病棟にいた時から仲の良い方だったそうですので、今後も注意し見守りをして下さい。

・北向　みつる様～長男嫁の面会あり。体重やや増加している事を伝えています。今後も増え続けるようであれば、栄養の内容を検討していきましょう。義歯を現在使っておらず、ご家族が破棄して良いとの事で破棄しています。

・眞角　とせ様～右鼠経部の水泡の処置は終了となります。

・中森　みや子様～本人希望にてナパゲルン軟膏２本処方しています。

・慶長　節子様・高橋　礼子様・戸田　スミ様～頓服のシンラックが無くなった為、処方しています。

・大澤　ちよ様～他科薬が12/17(土)夕分までとなっていますので、12/16のリーダーは主治医へ指示受けを行うようお願いします。

＜退院支援＞

・田中　ナミ様～南山苑への入所を来週中に予定し進めています。情報提供書へ検査の佐藤SGMへは記入してもらっています。その他担当スタッフで情報提供書への記入や退院書類の準備を進めて下さい。

・慶長　節子様～みちのく記念病院への退院が1/6(金)9:00に決定しました。主治医から許可が下りています。担当スタッフは書類作成をお願いします。

・大橋　ミサ様～12/17(土)10:00退院予定となっています。退院後、夫の大橋　正男様が東病棟より転入予定です。
・中居　伊佐男様～現在、申し込みをしている南寿の里へ12月中に入所予定とし、退院支援を進めています。担当スタッフは書類作成を進めて下さい。

・谷地　正男様～12/19(月)10:00南山苑へ退院予定です。退院時に紹介状、退院サマリー、退院時要約、退院時処方２週間分持参するようにとの事ですので、準備をお願いします。退院後、東病棟より堀込　孫四郎様が転入予定となっています。

・神久保　サタ様～豊寿苑へ申し込みをしてきたとの事。近々訪問調査に来る予定です。

＜定期薬の変更＞

・中居　伊佐男様～ディオバン(40)2T→エナラプリル(2.5)2T/2×朝・夕食後へ変更

・田中　ナミ様～オランザピンOD(2.5)1T/1×夕食後が追加

・中村　チヨ様～グラマリール(25)2T/2×昼・夕食後が追加

・倉舘　俊照様～リボトリール(0.5)1T、センナリド2T/1×就床前

　　　　　　　　抑肝散3P/3×毎食前が追加

＜皮膚科往診＞

・平　勝利様～左手指間、陰嚢部：エキザルベ＋ケルガー→テルビナフィンクリームのみへ変更

・大里　光子様～右乳房下→処置終了。

・眞角　とせ様～右足第１指乾燥部→デルモゾールＤＰ軟膏塗布

・和田　すゑ様～タベジール７日分処方

・山下　ヨシ様～タベジール７日分処方

・阿部　久雄様～両上肢のみ処置終了。

＜要注目患者様＞

・中川原　一夫様～痰がらみあり、吸引施行し白色痰多量に引けています。血圧90台、酸素飽和濃度90％、胸部レントゲン本日実施しています。亀頭部より出血は無し。点滴トラブルはありません。

・岩舘　邦子様～バイタル異常はありません。酸素飽和濃度98％、痰鳴無し。4：00尿漏れがあったとの事ですが、午前中はありません。血糖値が８時361mg/dlと高値あり、12時179mg/dlとややおちついています。引き続き観察して下さい。

　　　　　　　　体位変換表が紛失した為、新たに作成をお願いします。

・白鳥　キエ様～不安感の訴えは聞かれていません。依存的になる様子は無く、穏やかに過ごされています。

・高橋　礼子様～不穏状態見られず過ごしています。床へしゃがみ込んでいる事が多く見られます。他者が通る際、怪我などに注意して下さい。

・七崎　武夫様～他者に声を荒げる様子見られ、介入しています。多動さ無く過ごされています。

・中村　チヨ様～バイタル異常は見られず、疼痛の訴えも聞かれていません。

・百澤　豊子様～左脚の浮腫と熱感継続し見られています。本日隔絶解除となり、208号室へ戻っています。右大転子部に1.5cmの縦状の表皮剥離と、左大転子部にも1cm×１㎝の表皮剥離が出来ています。クッションを使用し、臥床時は体位変換の徹底をして下さい。日中は離床をしていきましょう。来週月曜日に表皮剥離部の写真を撮って下さい。

＜ＯＴより＞

・田中さんが金曜日までローテーション研修で行動を共にします。

・大澤　ちよ様～本人から雑誌などの本を読みたいと希望聞かれていました。必要であればご家族へ依頼して下さい。

※おやつも残りわずかなので、面会時カロリーの低めな物(本人せんべいやビスケット希望)を依頼して下さい。

＜転入患者様情報＞

氏名：金田　勇治様

入院：平成28年9月28日

生年月日：昭和4年1月1日（87歳）
　主病名：アルツハイマー型認知症

入院形態：医療保護入院

　主治医：田名部Dr

＜入院の経過＞

H28年頃から食事をとった事を忘れる事があり、家族の説明にも理解の乏しさが認められていた。また、自営業していた店(履物屋)の鍵を間違えてしまう事があり、周辺の店の人々が鍵を閉める等の援助をしていた。H28年5月頃、本人が帰宅しないことを家族が不審に感じ、警察へ連絡。家族、警察で捜索した所、自宅とは反対方向である八戸市第３魚市場で発見された。以降も同様の事が続いていた。H28年7月閉店するが、「店に鍵をかけてこなかった」「店の荷物がなくなってしまう」と繰り返し話すことがあり、見守りをしている状態であった。上記状態から、妻は疲弊し、生協診療所へ相談当院への受診を勧められ、8月20日当院初診。 薬物治療開始し、介護保険の申請を勧めていた。その後も夜間の徘徊、幻視症状は続いて見られ、家族に対して暴力的となる事から家族対応困難との事で入院治療を検討し、H28.9.28 東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
＜備考＞

・ＬＴセット…Ｃ－②

・南山苑へ申し込み済み

・以前労災病院入院中に離院した事がある為、本人の所在確認は注意して行いましょう。

・幻視、易怒性、興奮があったが、現在は落ち着いている。

・担当：斉藤Ｎｓ、宮川ＣＷ

・介護保険申請・調査済み：結果は御家族へ確認中。

＜褥瘡評価＞

・岩舘　邦子様～先週と変わりなし。処置時は下側だけパーミロールを貼って下さい。引き続き体位変換の徹底と処置の継続をしていきましょう。

・北向　みつる様～先週と変わりなし。処置時は亀裂部分が裂けないように注意して下さい。引き続き体位変換の徹底と処置の継続をしていきましょう。

・和田　すゑ様～改善傾向。引き続き体位変換の徹底と１日回の処置を継続していきましょう。

・佐々木　助一様～完治した為、臀部は処置終了となります。脛の処置は継続して下さい。

・百澤　豊子様～表皮剥離部分については主治医へ報告し、背部はアズノール+ラップ保

　　　　　　　　護、両大転子部はデュオアクティブ貼付するようにとの指示出ています。

	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	平成28年　12月　13日　（火）

	
	

	実施場所
	Bユニットステーション

	
	

	参加者
	矢幅　佳恵　　小原　理沙　　大谷地　寛子　　北向　るみ子　　　松舘　　優司　

萬屋　友里那　　菊地　昭暁　　松橋　英利　　秋山　真由美

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	福田　義雄様　

トイレ覚醒時、右眼瞼部に切り傷があるのを発見する。



	
	

	
	

	原因分析
	・見守り不足

・予防策を行っていなかった。



	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・危険予測し、夜間一人しかスタッフがいない場合は、その他の業務は無理して行わず、見守りに徹する。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	平成28年　12月　13日　（火）

	
	

	実施場所
	Bユニットステーション

	
	

	参加者
	矢幅　佳恵　　小原　理沙　　大谷地　寛子　　北向　るみ子　　　松舘　　優司　

萬屋　友里那　　菊地　昭暁　　松橋　英利　　秋山　真由美

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	中村　チヨ様　16：50　

自室ベッドサイドの床に座っているのを発見

	
	

	
	

	原因分析
	・見守り不足や人員配置がきちんとされていない。

・危険予測不足。

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・骨折の既往がある為、転倒リスクが高い事を念頭に置く。

・臥床時はこまめに見守りを行う。

・人員配置を考えリーダーは指示する。



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


